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当事業年度における国内経済は昨年度同様に新型コロナウイルスの拡大、感染力の強い変異

ウイルス（デルタ株、オミクロン株）の出現とロシアのウクライナ侵攻の長期化などが企業

活動や消費活動に大きな影響を及ぼし、国内景気は依然不透明な状況が続いている。翻訳・

通訳業界においては、翻訳需要は堅調に推移する一方で、引き続き顧客からの品質・価格・

納期への要求の高まり、業界内での競争激化、機械翻訳の利活用の進展など、翻訳・通訳業

界を取り巻く環境は一段と大きく変化してきている。 
このような環境の中で、改めて、当連盟が翻訳・通訳業界の中核的役割を果たす組織である

ことを自覚し、関連諸団体との提携、協力関係を強化しながら、引き続き翻訳・通訳業界の

認知度を高め、社会的な地位向上と持続可能な発展と健全化に努めた。また、会員のための

業界団体として、JTF 公式 Web サイト、JTF ジャーナル Web 版を活用した情報発信など、

より一層の会員サービスの向上を図るため、以下の 5 項目を重点施策として推進した。 
 
（１）セミナー開催方法のオンライン化による会員サービスの拡充と入会促進 
（２）委員会体制の強化と Web サイトのリニューアルによる事務局業務の効率化 
（３）ほんやく検定に関する組織強化と実施方法に関する検討 
（４）機械翻訳・支援ツール・用語バンク等に関する調査・研究 
（５）国内外関連団体との提携・協力関係の強化 
 
以上の活動を通じて当連盟の各事業内容を拡充させ、一定の成果を挙げることができた。 
入会促進策として実施の個人会員の年会費の改訂の周知、その他の様々な場面における入会

勧誘活動により会員数は前年比 45 件（9.6％）増と大きく伸ばすことができた。 
事業活動収入については、第 31 回 JTF 翻訳祭 2022 の参加人数が 1,187 名（昨年度比 115
名増）となった。なお本イベントに先立ち、「翻訳の日」を記念した基調講演（演者：第

165 回芥川賞作家の李琴峰氏）をオンラインにて開催した。次年度の第 32 回 JTF 翻訳祭は

4 年ぶりとなるリアル開催とし、これまでのオンラインの良さも取り入れ、リアルとオンラ

インを融合したハイブリッドな翻訳祭に決定し、実行委員会で企画が進行中である。 
翻訳セミナーについては 2023 年 10 月から施行されるインボイス制度について、多くの会員

の皆様からご要望があったため、“会員無料特別セミナー”として、税理士による講演や第 2
部として、翻訳者や事業会社側も参加し、税理士を交えて討論をした。結果、多くの会員、

非会員の方々に参加していただいた。 
ほんやく検定については受験者総数が 582 名であり、前年度比で凡そ 41％ダウンとなった。

国内経済の冷え込みがある程度関係しているのではないかと推測する。 
 
 
  



■1. 翻訳事業に関する調査及び研究（定款第 4 条第 1 号関係） 
①業界調査委員会 
【実施実績】 
第 7 回業界調査計画を策定し、2022 年度に業界調査を実施した。（2023 年 6 月の総会での

基調講演と白書の発行を予定） 
業界調査に際し、コロナ禍における事業影響と共に、インボイス制度、機械翻訳のポストエ

ディットの利用状況についての調査項目について詳細追加した。 
調査は従来通り、法人、個人ともに Web を利用した調査方法を実施した。 
 
【評価】 
コロナ禍でもあり、調査法人対象数の減少がみられたが、有効回収率は 26.0％であり、個人

翻訳者/通訳者の回答数（有効回収率）が前回調査同様に 11.3％アップと大幅に伸びたこと

は特筆すべきことである。 
 
【担当】 
業界調査委員会 
委員長：安達久博（JTF 会長） 
副委員長：二宮俊一郎（JTF 理事） 
委員：小泉志保（JTF 理事）、中野真紀（JTF 理事）、原真理恵（JTF 理事）、筆谷信昭

（日本映像翻訳アカデミー株式会社）、室田陽子（JTF 理事） 
 
②翻訳品質委員会 
2021 年度に続き、コロナ禍の状況で、委員会として具体的な活動はほぼ何もできなかった。

活動ではないが、以下の 1 点だけ付記しておく。 
2022年 9月、アジア太平洋機械翻訳協会（AAMT）様から『MTユーザーガイド』が発行さ

れた。同書の中では、当委員会が作成した『JTF 翻訳品質評価ガイドライン』の内容がかな

りの範囲にわたって引用されていた。しかしながら、その引用は同ガイドラインが採用して

いる Creative Commons（CC BY 4.0 ライセンス）のルールに適切に準拠したものではない

ことを委員の一人が確認。その旨を AAMT 様に連絡して、Creative Commons のルールに

従う対応をしていただいた。 
 
【評価】 
2022 年度の事業計画では以下のような活動を計画していた。 
A）公開資料の維持管理および活用 
B）公開資料の告知と広報 
C）ほんやく検定との連携 
このうち Aと Bについては、特に活動実績は残せていない。ただし、上記したように、当委

員会の発行している文書のうち『JTF 翻訳品質評価ガイドライン』については、その著作権

を適切に主張して存在を訴える結果となる経緯があった。 
C については、引き続き、委員長・高橋がほんやく検定委員会にも参加した。そのなかで、

スタイルガイドや評価ガイドラインと関連する活動はできなかったものの、MT 利用をどう

扱うかという問題が出ており、当委員会としても、翻訳品質と MT 利用との関係ということ

を今後は考えていくべきという課題が明らかになった。 
 
【担当】 
委員長：高橋聡（JTF 副会長） 
副委員長：東尚子（個人翻訳者） 
委員：駒宮俊友（個人翻訳者）、田嶌奈々（株式会社翻訳センター）、西野竜太郎（個人翻

訳者）、舟津由美子（個人翻訳者） 
 



③用語バンク委員会 
【実施実績】 
コロナ禍の影響による行動制限もあり、直接的な関係機関への働きかけの活動が、昨年同様

に思うように進展できなかった。 
 
【評価】 
来期はコロナ禍も落ち着きが見えてきており、行動制限も解除される見込みであり、アフタ

ーコロナを意識し、産業界のあらゆる関係者に理解を深めてもらいつつ、関係各所に働きか

けをしやすい形を今後も継続して模索してゆく必要がある。 
 
【担当】 
委員長：安達久博（JTF 会長） 
副委員長：森口功造（JTF 専務理事） 
委員：隅田英一郎（JTF 理事）、高橋聡（JTF 副会長） 
 
 
■2. 翻訳事業に関する研修会及び講演会等の開催（定款第 4 条第 2 号関係）  
①翻訳セミナー企画運営委員会 
【評価】 
今年度も全て“オンライン”で、全 4 回のセミナーを開催した。各テーマとも参加者にとって、

非常に関心の高いテーマを取り上げたため、多くの参加者を集めることができた。 
第 4回目には、通訳分野を扱った「50代で会社員からフリーランス通訳者になると何が起こ

るか・コロナで何が変わったか？」と題して、フリーランス通訳者の白倉淳一様に講演いた

だいた。 
また 2023 年 10 月から施行されるインボイス制度について、多くの会員の皆様からご要望が

あったため、“会員無料特別セミナー”として、税理士による講演や第 2 部として、翻訳者や

事業会側も参加し、税理士を交えて討論をした。結果、多くの会員、非会員の方々に参加し

ていただいた。 
なお、今年度の参加者の特色として、昨年同様、関心の高い分野のテーマについては、非会

員の参加割合が高く、会員価格に比べて、割高にもかかわらず、多くの集客ができた。また

“オンライン”開催と同時に、開催翌日からの録画視聴が 2 週間可能となり、当日の参加数だ

けでなく、録画による視聴される参加者が、大きく増えてきている。これは、来年度以降に

も参考にしていきたい。 
回数 日時 テーマ JTF 

会員 
翻訳 
学校 

非会 
員 

学生 合計 

1 5 月 
26 日 

これからはリライト力が効く―正しく、明瞭 
で簡潔な日英技術翻訳のための英文リライト 
セミナー 
中山裕木子（株式会社ユー・イングリッシュ 

代表取締役） 

104 28 147 2 281 

2 7 月 
7 日 

「金融翻訳」の範疇に収まらなくなった IR 
翻訳の全容を知る 
寺崎徹哉（かえで翻訳株式会社 代表取締役 
社長） 

75 5 38 0 118 

3 8 月 
24 日 

【JTF 会員無料特別セミナー】通訳・翻訳 
業のインボイス制度への対応 
福島宏和（福島宏和税理士事務所所長、  
ふくオフィス合同会社代表社員） 

336 19 306 2 693 



4 12 月 
13 日 

50 代で会社員からフリーランス通訳者にな

ると何が起こるか・コロナで何が変わったか 
白倉淳一（フリーランス通訳者、一般社団法 
人日本会議通訳者協会理事） 

10 5 12 2 29 

合計人数 555 57 503 6 1,121 

1 回あたりの平均人数 139 14 126 2 280 

 
 

【担当】 
翻訳セミナー委員会 
委員長：村下義男（JTF 理事） 
委員：中野真紀（JTF 理事） 
 

②翻訳祭実行委員会 
【実施実績】 
「第 31 回 JTF 翻訳祭 2022」はライブ会期を 2022 年 10 月 4 日（火）～10 月 18 日（火）（15 
日間）、録画視聴期間を 11 月 30 日（水）（ライブ会期終了から 43 日間）とし、オンライン

イベントプラットフォーム「Eventhub」（以下「Eventhub」）を利用して開催した。参加人

数は 1,187 名（昨年度比 115 名増）。なお本イベントに先立ち 2022 年 9 月 30 日（金）には

「翻訳の日」を記念した基調講演（演者：第 165 回芥川賞作家の李琴峰氏）をオンラインにて

開催した。 
 
【評価】 
今回は「Eventhub」の導入初年度であったが、大きなトラブルに見舞われることなく会期を終

えることができた。参加者・委員を対象とした「Eventhub」に関するアンケートでも「視聴し

やすかった、使いやすかった」「直感で操作できた」「情報が 1 か所にまとまっていたのがよか

った」「利便性が増した」など、セッション視聴環境の改善や操作性を評価する声が複数挙がっ

た。また 9 割強のセッションで録画視聴人数がライブ視聴人数の 2 倍以上となった。録画視聴期

間を前年度の 3 倍の 6 週間に大幅延長しただけでなく、「Eventhub」上でのアーカイブ動画集

約による利便性の向上も録画視聴人数の増加を後押ししたと考える。これらのことからも

「Eventhub」の導入は一定の評価を得られたと言えよう。一方、同システムに搭載のオンライ

ン商談機能は事前に効果的なこと、また、セッション登壇者による SNS 発信が影響したものと

考えられる。 
 
【担当】 
大会組織委員会 
委員長：安達久博（JTF会長）、大会組織副委員長：森口功造（JTF専務理事）、委員：石川弘

美（JTF 理事）、村下義男（JTF 理事）、二宮俊一郎（JTF 理事） 
実行委員会 
実行本部  
委員長：二宮俊一郎（JTF理事）、副委員長：松元洋一（JTF理事）、プログラム委員長：古河

師武（株式会社インターブックス）、広報委員長：石川弘美（JTF 理事）、財務・渉外担当：平

野幸治（株式会社メディア総合研究所）、実行委員長補佐：敦巻千里（株式会社翻訳センター）、 
実行委員  
広報委員：マハウォンウィリヤ スタシニー（株式会社アミット）、松本佳月（翻訳者） 

プログラム委員：安藤惣吉（JTF 常務理事）、石川秀明（ヤマハ株式会社）、岩下雅寛（凸

版印刷株式会社）、木村仁美（アイ・ディー・エー株式会社）、塩崎理恵（株式会社アビリ

ティ・インタービジネス・ソリューションズ）、高橋聡（JTF 副会長）、谷順一郎（株式会



社オレンジ  社）、成田崇宏（株式会社ホンヤク社）、舟津由美子（個人翻訳者）、松浦

悦子（個人翻訳者）、宮本伸也（JTF 監事）、由良恭平（アイ・ディー・エー株式会社）、

李東偉（JTF 理事） 
アドバイザー：中野真紀（JTF 理事） 
 
③関西委員会  
JTF 関西セミナーの開催 
回数 日時 テーマ JTF 

会員 
翻訳 
学校 

非 
会員 

学生 合計 

１ 4 月 
27 日 

持続可能な「翻訳教育」のために：機械

翻訳の外国語教育（MTILT＝ Machine 
Translationin Language Teaching）の

提案 
山田優（立教大学 異文化コミュニケー

ション学部・研究科教授） 

56 3 26 1 86 

２ 8 月 
2 日 

多言語国家スイスはいかにして可能かー 
直接民主主義と中立から考える 
穐山洋子（同志社大学グローバル地域文

化学部准教授） 

17 0 4 0 21 

３ 1 月 
12 日 

自分の心身を自分で守ろう！フリーラ 
ンス翻訳者のための健康管理術 
朴秀賢（熊本大学大学院生命科学研究部

神経精神医学講座 准教授） 
池田裕美枝（一般社団法人 SRHR Japan 
代表理事） 

26 0 21 1 48 

４ 3 月 
15 日 

ウスビ・サコ氏と語る！ 明日は世界をど 
う生きる？ —ポストコロナの共生社会— 
ウスビ・サコ（Dr. Oussouby SACKO） 
（京都精大学 前学長／全学研究機構長

／人間環境デザインプログラム教授 

37 1 3 0 41 

合計人数 136 4 54 2 196 

1 回あたりの平均人数  34  1 13.5 0.5 49 

 
【評価】 
第１回目は、機械翻訳は、業務の効率化だけでなく、翻訳教育に活かすことができるという

内容で、MT の幅広い活用を提案した。一方、ウクライナ紛争が始まり、ヨーロッパの翻訳

業界にも影響を与えていることを鑑み、募金を提案するだけでなく、多言語国家スイスの多

言語性がもたらす問題や言語間の対立の歴史などをテーマに、言語と歴史を考える場を 2 回

目のセミナーで提供した。また、翻訳者などのフリーランスで働く人たちの健康管理、特に

女性に焦点を当て、現役の産業医、婦人科医に講義を行ってもらった。最後は、京都精華大

学前学長、2025 年の大阪関西万博の副会長でもあるウスビ・サコ氏に登壇いただき、多様

性社会での共生のためのコミュニケーションの重要性について語っていただき、翻訳会社 3
社で、ポストコロナ、翻訳会社、翻訳者の目指すべき姿についてまとめた。最後はリアルで

開催したかったが、集客に至らず、オンラインで開催するに至ったが、会場のキャンセル料

が発生し、見通しの甘さを反省した。すべてのセミナーは、翻訳スキルに直接関係するもの

でなく、翻訳業界で仕事するうえで、知っておきたい、考えたいテーマを扱った。JTF から

ウクライナの翻訳協会に募金することにつながり、小さいながら一つの成果だった。 
 

【担当】関西委員会 



委員長：石岡映子（JTF 常務理事） 
委員：安藤惣吉（JTF 常務理事）、木村仁美（アイ・ディー・エー株式会社）、小泉志保

（JTF 理事）、由良恭平（アイ・ディー・エー株式会社） 
 

 
■3. 翻訳事業に関する人材育成及び資格能力審査の実施（定款第 4 条第 3 号関係） 
①「JTF＜ほんやく検定＞」の実施 
【実施実績】 
第 77 回を 2022 年 7 月、第 78 回を 2023 年 1 月に以下の通り実施した。 
・第 77 回：2022 年 7 月 23 日（土）受験者数 301 名 
・第 78 回：2023 年 1 月 28 日（土）受験者数 281 名 合計 582 名（前年度 986 名） 
受験方法：インターネット受験 
科目：（基礎レベル）5 級／4 級 （実用レベル）英日翻訳／日英翻訳  
実用レベル選択分野：（1）政経・社会、（2）科学技術、（3）金融・証券、（4）医学・

薬学、（5）情報処理 
 
第 31 回 JTF 翻訳祭 2022［登壇日：2022 年 10 月 5 日］に登壇し、画面を介して直接視聴

者に JTF ほんやく検定の実施内容と特典を紹介した。また、NIPTA との特許分野の共同運

営を順調に行うため NIPTA 試験員会に積極的に参加し NIPTA と検定運営についての意見

交換の場を積極的に持った。さらに、JTF も NIPTA 開催の知的財産翻訳検定を広報面で支

援した。 
 
【評価】 
受験者総数は 582 名であり、前年度比で凡そ 41％ダウンとなった。第 76 回の試験では、前

回比が 22%ほどのダウンを示した。この後の回でも受験数の減少が収まらなかったので、ほ

んやく検定受験のメリットを単なる翻訳という面からのみ紹介するのではなく、高い翻訳力

を要求されるが、成果物がドキュメントそのものとなる業務を紹介し、ほんやく検定の受験

者数の増大を図った。しかしながら、前年度比に関しては、大きなマイナスを示した。JTF 
公式 Web サイト「検定合格者リスト」（JTF 会員専用）及び JTF 機関誌(JTF Journal 
Web 版)に第 76 回、第 77 回の 1・2 級合格者プロフィールを掲載し、JTF 加盟翻訳会社と

合格者の仕事マッチングに寄与した。 
 
【担当】 
ほんやく検定委員会 
委員長：安藤惣吉（JTF 常務理事） 
委員：高橋聡（JTF 副会長）、マイアットかおり（JTF 理事） 
オブザーバー：室田陽子（JTF 理事） 
 
②「JTF ほんやく検定」問題・解説集の刊行 
【刊行実績】 
過去問題・解説集の刊行 
「JTF ほんやく検定」各回につき実用レベルの全分野・全科目と基礎レベルの問題・訳例・

解説で構成される過去問題・解説集を以下の通り刊行した。販売部数は 1,075 部（前年度

1,302 部）となっている。 
 
第 76 回：2022 年 6 月刊行／第 77 回：2022 年 12 月刊行 
 
【評価】 
問題・解説集については、毎回受験者及び購入希望者からの問合せが数多く寄せられてい

る。受験前の傾向と対策及び受験者の復習ツールとして、翻訳力向上のための有益な媒体と



なっている。 
 
【担当】ほんやく検定委員会 
委員長：安藤惣吉（JTF 常務理事） 
委員：高橋聡（JTF 副会長）、マイアットかおり（JTF 理事） 
オブザーバー：室田陽子（JTF 理事） 
 
 
■4. 翻訳事業に関する情報の収集及び提供（定款第 4 条第 4 号関係） 
 ①トラブル防止委員会 
【実施実績】 
2022 年度は「翻訳基本契約のひな形」の改訂版について、理事会で継続審議が続いたが、

各理事の意見をさまざまヒアリングすることができ、討論を続けた結果、全員一致で完成に

至り、3 月より公開することができた。 
 
【評価】 
日本を代表する翻訳連盟が、翻訳者・翻訳会社・企業にとって中立的で精度の高い「基本契

約書のひな形」を作成し、範を示せたことは、業界全体の法整備ということで一定の役割は

果たせたと考える。今後も個人翻訳者を多く抱える連盟にとって有益な情報発信や制度の構

築に望みたい。 
 
【担当】 
トラブル防止委員会 
委員長：松元洋一（JTF 理事） 
 
②組織強化委員会 
〇組織強化の推進 
【実績】 
・コロナ禍が続く中、引き続き事務局員のリモートワークの継続とＷｅｂサイト、業務シス

テムなどの利活用により事務局業務の効率化を図るとともに、会員向けのサービスを一層強

化した。 
・アジア太平洋機械翻訳協会（ＡＡＭＴ）等と連携し、機械翻訳等の調査、研究、利活用状

況などの会員への情報提供を引き続き実施した。 
 
【評価】 
・法人会員、個人会員にも関心の高い 2023 年 10 月に施行される「インボイス制度」につい

て連盟としての提言、注意事項等を会員に周知した。 
・ポストエディットの国際規格である ISO18587 における自己宣言における指針を AAMT
が提案したことを会員に周知した。 
 
【担当】 
組織委員会 
委員長：安達久博（JTF 会長） 
委員：高橋聡（JTF副会長）、森口功造（JTF専務理事）、安藤惣吉（JTF常務理事）、石

岡映子（JTF 常務理事） 
 
〇翻訳・通訳事業の ISO 規格化に向けた取り組み 
【内容】 
翻訳部会では、ISO DIS 5060（翻訳品質評価）の検討が継続されている。また、ISO 
18587: 2017 は定期レビューにおいて見直しをすることが決定されたため、今後の動向に注



目する必要がある。昨年度も、国際会議はすべてオンラインで実施されている。 
通訳部会では、ISO 23155: 2022（会議通訳）が 2021 年 12 月に IS として発行され、残る

ISO 24019: 2022（遠隔同時通訳プラットフォーム）についても予定より大幅に遅れたが、

2022 年度に発行した。この間、全てリモートでの会議となった。JTF の ISO 通訳部会とし

ては、この 2 つを中心に取り組んできた。 
 
【担当】 
組織委員会部会 ISO 規格検討会 
部会長：森口功造（JTF 専務理事） 
部会委員：田嶌奈々（株式会社翻訳センター）、村下義男（JTF 理事）、山田優（立教大学） 
 
〇通訳事業に関する講演会等の開催及び調査研究 
【内容】 
全４回の翻訳セミナーのうち、４回目に「50 代で会社員からフリーランス通訳者になると

何が起こるか・コロナで何が変わったか？」と題して、フリーランス通訳者の白倉淳一様に

講演いただき、ユニークな経歴（20 年以上のサラリーマン経験を経たあと、50 歳を過ぎて

からプロ通訳者を目指したことやサラリーマン時代に社労士の資格も取得されていた等）を

お話しいただいた。またプロ通訳者としても心構えやコロナ禍で、仕事のやり方が大きく変

わったこと（リモート通訳が増加したこと）など、プロの通訳者を目指す参加者にとって、

大変有益な講演をしていただいた。 
 
【担当】 
組織委員会部会 通訳部会 
部会長：村下義男（JTF 理事） 
 
③広報委員会 
【実績】 
〇JTF ウェブサイトの企画・運営 
ウェブサイトは連盟のショールーム的な位置づけとして、会員管理やセミナー申し込み機能

などをメインとしている。したがって、あまり変更する予定はなく、新しい情報は SNS や

ジャーナルを通じて発信した。 
 
〇JTF Web ジャーナルの編集発行 
2022 年 4 月から新体制をスタートさせ、毎週更新を行った。特に業界ニュースでは、ウェ

ブである特性を生かして、常に最新情報を公開した。また、リレー連載では、記事を書いた

人が次の記事を書く人を紹介するというリレー形式で好評連載中である。 
特集では、翻訳業界の重鎮に登場してもらい、翻訳者になるまでのいきさつの連載や、JTF
ほんやく検定合格者のその後の様子などを紹介。常に読者の立場に立ち、読者が知りたいと

思う内容を検討・企画し、特集記事を作成することができた。 
 
〇その他広報活動 
Twitter、Facebook での情報発信に加え、Instagram のアカウントを開設。情報を発信する

チャネルを増やしていくことで周知を図った。 
また、JTF 翻訳祭 2022 では、学生をターゲットとして広報活動を行い、学生の参加者を増

やすことができた。「翻訳の日」および、JTF 翻訳祭についても広報活動を行い、それぞれ

キャンペーンを開催した。 
 
【評価】 
現在は、DVD を販売するよりも動画配信が主流になっている。そのため、連盟でもセミナ

ーなどを動画配信で販売する方向性を検討する必要があるが、進めることができなかった。



また、ウェブの解析ツールを GA4 に移行する必要があるが、完全に完了していないため、

今期も引き続き検討していく必要がある。 
 
【担当】広報委員会 
委員長：石川弘美（JTF 理事） 
委員：松元洋一（JTF 理事、JTF ジャーナル web 版編集長）、高須千代（編集）、手島千

左子（ライター）、松本佳月（翻訳者） 
 
 
■5. 翻訳事業に関する内外関連機関との連絡及び協調（定款第 4 条第 5 号関係） 
【実績】 
マレーシア大使館より問い合わせがあり、同国に当連盟のような組織を立ち上げたい旨の昼

食会に参加し、当連盟の活動状況の紹介を行った。 
 
【評価】 
実績に示したとおり、国内のみならず、インド、アジア大洋州の各国との連絡及び協調も今

後、進めて行きたい。 
 
【担当】 
組織委員会 
委員長：安達久博（JTF 会長） 
委員：高橋聡（JTF副会長）、森口功造（JTF専務理事）、安藤惣吉（JTF常務理事）、石

岡映子（JTF 常務理事） 
 
 
■6. 情報セキュリティに関する取組（定款第 4 条第 9 号関係） 
【実績】 
昨年同様に、引き続き事務局員のテレワークを実施し、セキュアな環境での事務局業務なら

びに委員会活動、イベント運営等の円滑化に努めた。 
 
【評価】 
新型コロナウイルス感染症の感染拡大がデルタ株からより感染力の強いオミクロン株への移

行もあり、コロナ禍における事務局員の感染防止策としてテレワークの継続実施を今後も継

続してゆく予定である。 
 
【担当】 
組織委員会 
委員長：安達久博（JTF 会長） 
委員：各委員会委員長、JTF 事務局 
 
会員数（2023 年 3 月 31 日現在）  

期首 期末 

正会員 法人会員 204 201 

正会員 個人会員 561 599 

    賛助会員   4 5 

合 計 769 805 

 


